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嵐
の
あ
と
─
─
伊
勢
湾
台
風
と
事
務
次
官
会
議

─
本
稿
の
紹
介

─
　

唐
の
詩
人
・
王
昌
齢
は
赴
任
先
の
辺
地
か
ら
、
友
人
た
ち
に
言

い
送
っ
た
。「
一
片
の
冰
心
、
玉
壺
に
在
り
」（
お
れ
は
、
ひ
と
か

け
ら
の
氷
の
よ
う
に
透
明
な
心
を
、
玉
の
よ
う
に
穏
や
か
な
精
神

の
中
に
入
れ
た

─
そ
ん
な
澄
み
切
っ
た
気
持
ち
で
今
は
い

る
）
と
。

　

そ
ん
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
は
、
欲
望
や
悩
み
に
汚
れ
た
生
身

の
人
間
に
は
簡
単
で
は
な
い
。
し
か
し
、
文
書
に
サ
イ
ン
や
押
印

す
る
、
そ
の
一
瞬
の
中
に
な
ら
、
透
明
な
も
の
が
見
つ
か
る
か
も

知
れ
な
い
。過
去
の
歴
史
の
一
画
に
、誰
か
の
透
明
な
思
い
が
残
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。・
・
・
と
思
っ
て
、
公
文
書
の
森
を
徘

徊
し
ま
す
。
今
日
は
何
か
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
か
。

─
─

く
つ
塚
の
由
来

　

先
日
、
名
古
屋
市
南
部
に
あ
る
「
く
つ
塚
」
①
を
見
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。「
く
つ
塚
」
と
は
面
妖
な
名
前
で
す
が
、
昭
和
三
四
年
九

月
の
伊
勢
湾
台
風
の
あ
と
、
こ
こ
に
遺
骸
と
「
く
つ
」
が
多
数
流
れ

着
い
た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
台
風
の
死
者
数
は

五
〇
九
八
人
に
上
り
、
一
度
の
災
害
で
の
死
者
と
し
て
は
、
阪
神
神

一
片
の
冰
心
、
玉
壺
に
あ
り
や
？

―

公
文
書
界
隈
を
徘
徊
す
る―

ひ
ょ
う
　し
ん

ぎ
ょ
く 

　こ

　
福ふ

く

井い

　
ひ
と
し

第五回
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戸
震
災
ま
で
、
戦
後
日
本
最
大
の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
以
降
、日
本
の
風
水
害
対
策
は
「
戦
後
型
」
か
ら
「
先

進
国
型
」
へ
と
変
貌
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

当
時
（
引
用
者
注
：
昭
和
三
〇
年
代
前
半
）、
大
型
台
風
に
よ
る

死
者
数
を
百
、
千
の
単
位
で
数
え
る
の
は
「
日
本
の
常
識
」
で
あ
っ

た
。・
・
・
経
済
白
書
が
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
書
い
た
三

年
後
に
、な
お
も
戦
敗
国
型
の
台
風
災
害
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
（
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
）
災
害
は
、
日
本
の
各
界
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
、・
・
・
日
本
に
は
自
然
災
害
に
対
す
る
総
合
的
な
戦
略

が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。・
・
・
自
治
体
の
長
の
下
に
有

機
的
に
結
集
し
て
自
然
災
害
と
戦
う
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
・
・
・
た
の
で
あ
っ
た
。

　
（
倉
嶋
厚
「
風
水
害
の
時
代
的
変
容
と
防
災
気
象
情
報
の
ゆ
く
え
」

（「
日
本
の
空
を
見
つ
め
て　

気
象
予
報
と
人
生
」
所
収
））

　

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど
九
月
一
日
、
伊
勢
湾

台
風
が
契
機
に
な
っ
て
制
定
さ
れ
た
「
防
災
の
日
」
で
す
。
今
回
は

そ
の
こ
ろ
の
公
文
書
を
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ

に
・
・
・
と
言
い
ま
す
が
、
昨
今
は
忘
れ
る
ひ
ま
も
な
く
次
々
と
災

害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
六
年
度
に
は
「
防
災
庁
」
も
設
立

の
予
定
で
す
。
さ
す
が
に
伊
勢
湾
台
風
ま
で
遡
っ
て
文
書
を
見
る
よ

う
な
こ
と
は
も
う
無
い
の
か
も
、
と
は
思
う
の
で
す
が
。

①名古屋市南区の「くつ塚（伊勢湾台風殉難者慰霊之碑）」（筆者撮影）
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二
つ
の
「
天
気
図
」

　

②
の
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
二
一
時
の
「
天
気
図
」
を
見
て
み

ま
す
。

　

明
治
以
来
の
天
気
図
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
軍
事
機
密
だ
っ
た
時

期
の
も
の
も
含
め
、
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
で

見
る
こ
と
が
で
き
て
、
測
候
所
ご
と
の
そ
の
日
そ
の
時
の
天
気
や
我

が
国
を
取
り
巻
く
大
気
の
様
子
が
わ
か
り
、
実
に
便
利
で
す
。
あ
り

が
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
立
公
文
書
館
に
も
「
天
気
図
原
図
」
と
呼
ば
れ
る

文
書
群
が
あ
り
ま
す
。
筑
波
に
あ
る
分
館
に
保
管
さ
れ
て
い
て
、
ほ

と
ん
ど
の
用
は
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
足
り
ま
す
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
化
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
滅
多
に
閲
覧
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
が
・
・
・
。

　

③
は
②
と
同
じ
九
月
二
六
日
二
一
時
の
「
地
上
天
気
図
原
図
」
で

す
。
し
ろ
う
と（
で
あ
る
筆
者
）の
見
た
目
で
も
、②
の
天
気
図（「
印

刷
天
気
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
と
ほ
ぼ
同
じ
、

こ
ち
ら
が
原
図
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
③
に
は
、
各
地
の
測
候
所
の
観
測
数
値
を
ペ
ン
で
書
き

入
れ
た
あ
と
、
鉛
筆
で
等
圧
線
が
描
か
れ
、
何
度
も
消
し
ゴ
ム
で
消

し
た
後
も
あ
り
ま
す
。
左
上
側
、
三
角
形
の
白
地
図
を
貼
り
合
わ
せ

て
い
く
た
め
、
セ
ロ
テ
ー
プ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
者
の
メ
モ

で
し
ょ
う
か
、
印
象
的
な
言
葉
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。

②国会図書館デジタルコレクション「天気図」昭和三四年九月二六日二一時
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こ
の
図
に
も
、右
下
の
方
に
赤
字
で
「typhoon 5915 V

E
R
A

」
と
、

ま
だ
「
伊
勢
湾
台
風
」
の
名
を
持
た
な
い
段
階
の
五
九
一
五
台
風
の

恐
る
べ
き
諸
元
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、右
隅
に
担
当
官
の
サ
イ
ン
が
入
り
ま
す（
④
）。
左
か
ら
、

記
入
者
、
作
図
、
整
理
（
空
白
）、
修
補
。
当
時
の
職
員
録
等
と
突

き
合
せ
れ
ば
お
名
前
の
確
認
も
で
き
そ
う
で
す
。

③「天気図原図」昭和三四年九月二六日二一時（筆者撮影）

④同上
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巨
大
台
風
に
緊
張
し
た
担
当
者
た
ち
の
吐
息
さ
え
聞
こ
え
て
き
そ

う
で
す
。
こ
の
時
間
、
そ
い
つ
は
す
で
に
日
本
列
島
の
ど
真
ん
中
に

い
る
。

　
「
印
刷
天
気
図
」
以
上
に
「
そ
の
時
、
そ
の
場
所
」
を
生
き
た
ま

ま
写
し
取
っ
た
、「
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」（
公
文
書
管
理
法
第
一

条
）
で
す
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
中
身
は
専
門
家
で
な
い
と
わ
け
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、一
般
の
方
に
は
閲
覧
を
お
す
す
め
し
ま
せ
ん（
取

り
寄
せ
る
の
は
公
文
書
館
の
仕
事
で
す
が
、
大
き
く
て
重
い
の
で
見

る
人
も
た
い
へ
ん
で
す
）
が
、
日
本
国
は
こ
ん
な
も
の
を
持
っ
て
い

る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
は
ご
記
憶
い
た
だ
い
て
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
気
図
原
図
」
は
、「
印
刷
天
気
図
」
が
明
治

一
六
年
三
月
か
ら
ず
っ
と
遺
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
正
一
二
年

九
月
か
ら
の
分
し
か
遺
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

・
・
・
昼
間
は
南
風
で
気
象
台
（
引
用
者
注
：
当
時
中
央
気
象
台

は
今
の
気
象
庁
大
手
町
庁
舎
の
近
く
、
K
K
R
ホ
テ
ル
の
あ
た
り
）

は
安
全
と
思
わ
れ
た
が
、
夕
刻
北
風
に
変
わ
っ
て
火
の
粉
は
神
田
川

を
越
え
て
気
象
台
の
庁
舎
へ
も
飛
ん
で
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。・
・
・

日
没
、
火
は
つ
い
に
本
庁
舎
に
燃
え
つ
い
た
・
・
・
書
類
等
は
地
面

に
穴
を
掘
っ
て
詰
め
な
ど
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
古
く
か
ら
の
天

気
図
の
原
図
等
は
重
い
の
と
ガ
ラ
ス
の
破
片
の
為
持
ち
出
す
こ
と
が

出
来
ず
皆
焼
い
て
し
ま
っ
た
。・
・
・

と
、
長
野
や
下
関
の
測
候
所
長
を
歴
任
し
た
梶
間
百
樹
さ
ん
と
い
う

方
が
残
念
そ
う
に
回
顧
し
て
お
ら
れ
ま
す
と
お
り
、
そ
れ
以
前
の
分

は
、
関
東
大
震
災
で
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。（「
測
候
思
い
出
話
」

（「
気
象
百
年
史
資
料
編
」（
昭
和
五
〇
年
気
象
庁
）））

　

し
か
し
、
そ
の
九
月
一
日
分
か
ら
、「
側
候
精
神
」
さ
な
が
ら
に

一
日
も
欠
か
さ
ず
に
莫
大
な
量
の
天
気
図
原
図
が
遺
さ
れ
て
い
ま

す
。台

風
一
過

　

台
風
一
五
号
は
翌
朝
に
か
け
て
夜
の
日
本
列
島
中
央
部
を
通
り
ぬ

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
の
三
県
を
中
心
に
、
死

者
・
行
方
不
明
五
千
人
超
と
い
う
「
史
上
最
大
の
被
害
」（
昭
和
三

四
年
一
〇
月
一
日
毎
日
新
聞
一
面
見
出
し
）
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
実
況
は
公
文
書
よ
り
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
頼
り
に
な
り
ま

す
。

　

⑤
が
台
風
一
過
の
翌
日
の
情
報
で
す
。
そ
の
後
、
日
を
追
っ
て
被

害
は
大
き
く
な
り
、
取
り
残
さ
れ
た
被
災
者
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
す
。

中
央
政
府
の
動
き

　

台
風
一
五
号
被
害
は
、早
速
全
省
レ
ベ
ル
で
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
中
心
に
、
内
閣
官
房
か
ら
移
管
さ
れ
て
い
る
「
閣
議
・

次
官
等
会
議
資
料
」
文
書
を
使
っ
て
、
当
時
の
事
務
次
官
等
会
議
の

様
子
を
見
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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ま
ず
、
台
風
の
襲
来
前
、
九
月
二
三
日
の
事
務
次
官
等
会
議
の
案

件
表
⑥
を
見
て
み
ま
す
。

　

案
件
そ
の
も
の
よ
り
右
下
の
お
そ
ら
く
首
席
参
事
官
に
よ
る
メ
モ

を
み
て
い
た
だ
く
と
、
代
理
出
席
が
そ
こ
そ
こ
あ
り
ま
す
。
防
衛
庁

は
人
事
課
長
、
外
務
省
・
通
産
省
は
官
房
長
、
運
輸
省
は
文
書
課
長
、

農
林
省
は
総
務
課
長
、
警
察
庁
は
次
長
が
代
理
者
と
し
て
出
席
と
の

⑤毎日新聞、昭和三四年九月二七日夕刊一面。

⑥「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年九月二三日事務次官
等会議資料「案件表」
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こ
と
。
労
働
省
と
自
治
庁
に
つ
い
て
は
ど
な
た
が
代
理
出
席
し
た
か

名
前
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
ち
ょ
っ
と
待
て
。
事
務
次
官
等
会
議
っ
て
な
ん
だ
?
」

　

と
普
通
疑
問
を
持
ち
ま
す
よ
ね
。
確
か
に
、
わ
た
し
な
ど
に
は
そ

の
響
き
を
聴
い
た
だ
け
で
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
よ
う
な
言
葉
で

す
が
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
今
は
も
う
存

在
さ
え
し
て
い
な
い
会
議
で
す
か
ら
、
少
し
説
明
が
必
要
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
一
言
で
い
え
ば
、
各
省
の
事
務
次
官
た
ち
の
定
例
会
議
で

す
。

　

⑦
は
国
立
公
文
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
拾
え
る
限
り
、

「
次
官
会
議
」
の
語
が
現
わ
れ
る
最
古
の
文
書
で
す
。
官
吏
は
、
明

治
天
皇
崩
御
後
の
正
月
年
始
の
礼
を
省
略
す
る
こ
と
、
門
松
も
飾
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
本
日
、
次
官
会
議
に
於お

い

て

申も
う
し
あ
わ
せ
あ
い
な
り
そ
う
ろ
う

合
相
成
候
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
内
容
も
形
式
も
内
閣
書

記
官
長
か
ら
枢
密
院
書
記
官
長
に
送
ら
れ
て
き
た
文
書
と
し
て
自
然

な
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
「
枢
密
院
」
の
用
紙
に
か
か
れ
て
い
る
の
が

気
に
な
り
ま
す
。
送
付
さ
れ
て
き
た
も
の
を
だ
れ
か
が
写
し
て
枢
密

院
内
に
周
知
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。（
あ
あ
、
気
に
な
る
。）

　

⑧
は
次
官
会
議
が
定
例
で
開
か
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
書
い
た

最
古
の
文
書
で
す
。
大
正
十
四
年
五
月
六
日
、
内
閣
書
記
官
長
か
ら

商
工
次
官
に
宛
て
て
、
明
七
日
（
木
）
午
前
九
時
か
ら

　

永
田
町
首
相
官
邸
（
今
の
首
相
公
邸
で
す
ね
）
に
お
い
て
次
官
会

議
開
催
致
い
た
し
そ
う
ろ
う候

　

だ
そ
う
な
の
で
す
が
、

⑧「閣議等関係文書・内閣通牒・大
正一四～昭和一〇「定例次官会議に
関する件（木曜日）」」

⑦「枢密院文書」明治四五年～大正元
年「宮内庁往復等」中「諒闇中官吏は
可
なるべく

成年始の礼を廃し松飾も不
いたさざること

致事に次
官会議に於て申

もうし

合
あわせかた

方内閣書記官長通
知」（大正元年一二月二六日）
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追お
う

て
自じ

今こ
ん

毎
週
木
曜
日
の
定
例
次
官
会
議
は
別
に
通
知
致
さ
ず
候

　

と
の
こ
と
。
こ
の
こ
ろ
、
次
官
会
議
が
定
例
化
し
は
じ
め
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
本
題
か
ら
は
外
れ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
⑦
と
⑧
よ
く
見
比
べ
て
み
て
い
た
だ
く
と
驚
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
十
数
年
経
過
し
て
い
る
の
に
、
差
出
人
が
同
じ
「
江
木
内

閣
書
記
官
長
」
な
の
で
す
。
江え

木ぎ

翼た
す
くは

明
治
六
年
山
口
県
生
ま
れ
、

東
京
帝
国
大
を
経
て
内
務
省
に
入
省
、
大
正
元
年
一
二
月
二
一
日
発

足
の
第
三
次
桂
内
閣
の
内
閣
書
記
官
長
。
し
た
が
っ
て
、
⑦
は
任
官

直
後
の
文
書
に
な
り
ま
す
。
桂
内
閣
は
大
正
政
変
で
翌
年
二
月
に
倒

れ
、
江
木
も
書
記
官
長
を
離
れ
ま
す
が
、
大
正
三
年
大
隈
内
閣
の
書

記
官
長
と
な
り
、
今
度
は
大
正
五
年
ま
で
在
職
、
こ
の
間
に
貴
族
院

議
員
に
勅
選
さ
れ
、
今
度
は
大
正
一
三
年
の
加
藤
高
明
内
閣
で
書
記

官
長
、
大
正
一
五
年
一
月
ま
で
務
め
る
の
で
、
⑧
は
こ
の
時
の
文
書

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
ず
っ
と
書
記
官
長
を
し
て
「
ぬ
し
」
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
か
っ
た
。
そ
の
後
、
司

法
大
臣
、
鉄
道
大
臣
も
務
め
た
立
憲
民
政
党
の
大
立
者
で
す
。

「
事
務
次
官
等
会
議
」
に
な
る

　

戦
前
の
次
官
会
議
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
親
睦
会
に
近
く
、
官

吏
の
働
き
方
に
関
す
る
申
合
せ
や
服
務
規
律
の
確
認
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
。
戦
中
か
ら
は
内
閣
書
記
官
長
や
情
報
局
長
、
技
術
院
次
長

ら
と
の
実
務
的
な
会
議
に
な
り
、
戦
後
の
東
久
邇
宮
内
閣
、
幣
原
内

閣
時
代
に
は
相
当
詳
細
な
議
論
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
昭
和
二
三

年
、
片
山
内
閣
な
ど
の
閣
議
運
営
を
補
佐
す
る
た
め
、
閣
議
に
係
る

案
件
の
事
前
調
整
を
行
う
よ
う
に
な
り
（
⑨
。
閣
議
が
あ
ま
り
機
能

し
な
い
の
に
業
を
煮
や
し
た
池
田
大
蔵
、
佐
藤
鉄
道
ら
の
次
官
の
策

だ
と
い
う
の
で
す
が
）、
ま
た
、
国
家
行
政
組
織
法
上
、「
次
官
」
が

「
事
務
次
官
」
と
「
政
務
次
官
」
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
事
務
次
官

会
議
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。吉
田
内
閣
時
代
に
メ
ン
バ
ー

が
ほ
ぼ
固
定
化
し
ま
す
が
、昭
和
三
二
年
に
総
務
副
長
官
が
加
わ
り
、

（
⑩
。
そ
れ
以
前
か
ら
長
官
や
次
長
も
い
た
の
で
す
が
）
こ
の
時
か

ら
「
事
務
次
官
等
会
議
」
と
い
う
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

　

⑨
の
「
一
」
を
み
る
と

　

各
省
よ
り
閣
議
に
提
案
す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
次

官
会
議
に
附
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
旨
、
各
省
に
内
閣
官
房
か
ら
通
知
さ
れ
ま
し
た
。「
三
」

で
資
料
の
提
出
は

　

原
則
と
し
て
遅
く
と
も
、
前
日
正
午
迄
に
（
月
曜
日
の
資
料
に
あ

つ
て
は
、
土
曜
日
正
午
迄
に
）

　

持
っ
て
こ
い
、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

⑩
で
メ
ン
バ
ー
が
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
閣
議
決
定
書
、
内

閣
総
理
大
臣
は
岸き

し

信の
ぶ

介す
け

さ
ん
。
そ
の
下
、
内
閣
官
房
長
官
は
愛あ

い

知ち

揆き

一い
ち

さ
ん
、
内
閣
官
房
副
長
官
の
花
押
は
政
務
の
田た

中な
か

龍た
つ
お

夫
さ
ん
、

後
の
通
産
・
文
部
大
臣
、
と
い
う
よ
り
今
と
な
っ
て
は
「
満
州
某
重

大
事
件
」
の
時
の
田た

中な
か

義ぎ

一い
ち

総
理
の
息
子
さ
ん
と
い
う
方
が
と
お
り

が
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
下
の
ハ
ン
コ
は
判
読
し
づ
ら
い
の
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⑩「内閣公文・行政一般・内閣・次官会議」第一巻　「事務次官等会議の構成員
に総理府総務長官を加えること等について」（昭和三二年七月三〇日閣議決定）

⑨「公文類聚・昭和二三年」官制一「次官会議の運営について」昭和二三年八
月一九日次官会議申合せ・内閣官房より通知
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で
す
が
、
事
務
副
長
官
の
岡お

か

崎ざ
き

英え
い

城じ
ょ
うさ

ん
で
し
ょ
う
。
昭
和
四
年
の

内
務
省
入
省
で
す
が
、
昭
和
二
一
年
保
安
課
長
の
時
に
公
職
追
放
。

昭
和
三
〇
年
衆
議
院
議
員
。
後
の
事
務
副
長
官
た
ち
と
は
違
っ
て
、

「
事
務
」
担
当
の
官
房
副
長
官
で
す
が
、
れ
っ
き
と
し
た
現
職
国
会

議
員
で
す
。

　

左
側
の
「
事
務
次
官
等
会
議
の
構
成
員
」、
こ
れ
も
読
み
づ
ら
い

と
お
叱
り
を
受
け
そ
う
な
の
で
、職
名
だ
け
書
き
出
し
て
お
き
ま
す
。

　

内
閣
官
房
長
官
、内
閣
官
房
副
長
官
（
二
人
）、内
閣
法
制
局
次
長
、

総
理
府
総
務
副
長
官
（
新
た
に
加
わ
る
）、
以
下
、
法
務
、
外
務
、

大
蔵
、
文
部
、
厚
生
、
農
林
、
通
商
産
業
、
運
輸
、
郵
政
、
労
働
、

建
設
、
行
政
管
理
、
北
海
道
開
発
、
自
治
の
各
事
務
次
官
、
警
察
庁

長
官
、
国
家
消
防
本
部
長
、
調
達
庁
長
官
、
こ
の
後
、
防
衛
、
経
済

企
画
、
科
学
技
術
の
各
事
務
次
官
。

　

な
お
、
ず
っ
と
後
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
事
務
次
官
等
会
議
は
、

平
成
二
一
年
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。

台
風
一
五
号
が
過
ぎ
て
行
っ
た

　

台
風
一
過
後
、
最
初
の
事
務
次
官
等
会
議
（
以
下
、
面
倒
な
の
で

「
次
官
会
議
」
で
統
一
し
ま
す
）
案
件
表
を
見
て
み
ま
す
。

　

⑪
の
右
下
、
代
理
出
席
は
農
林
省
が
文
書
課
長
、
経
企
庁
が
官
房

長
の
お
二
人
。
農
地
や
漁
港
、
山
林
の
被
害
状
況
把
握
中
の
農
林
省

は
会
議
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
態
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。警
察
庁
、

防
衛
庁
、
運
輸
省
、
郵
政
省
（
台
風
一
四
号
の
報
告
も
あ
り
ま
す
）、

建
設
省
か
ら
台
風
一
五
号
関
係
の
配
布
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
庁
か
ら
の
報
告
を
見
て
見
ま
す
。

　

⑫
は
こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
以
下
、
県
別
の
報
告
や
一
覧
表
な
ど
が
続

い
て
8
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
点
で
の
死
者
・
行
方
不
明
者
の

⑪「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年九月二八日事務次官
等会議「案件表」
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統
計
は
二
六
〇
〇
名
ぐ
ら
い
で
す
。
こ
う
い
う
災
害
被
害
の
全
体
状

況
報
告
、
今
は
内
閣
府
や
総
務
省
消
防
庁
が
取
り
ま
と
め
ま
す
が
、

当
時
は
警
察
庁
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

警
察
庁
長
官
は
柏

か
し
わ

村む
ら

信の
ぶ

雄お

さ
ん
。
昭
和
九
年
内
務
省
。
旧
制
高
校

に
入
る
前
に
社
会
人
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
ン
ケ

ル
」（
旧
制
高
校
で
年
長
の
寮
生
を
尊
敬
を
こ
め
て
呼
ん
だ
言
葉
だ

そ
う
で
す
）
だ
っ
た
は
ず
。
前
年
の
昭
和
三
三
年
に
長
官
に
な
り
ま

し
た
か
ら
、「
デ
ー
ト
も
で
き
な
い
」
警
察
官
職
務
執
行
法
改
正
法

案
の
担
当
、
さ
ら
に
こ
の
翌
年
の
安
保
反
対
デ
モ
対
応
を
指
導
し
ま

す
。
岸
総
理
に
、

　
「
こ
の
デ
モ
隊
は
、
機
動
隊
や
催
涙
ガ
ス
の
力
だ
け
で
は
な
ん
と

も
な
り
ま
せ
ん
。
も
は
や
残
さ
れ
た
道
は
、
ひ
と
つ
。
総
理
ご
自
身

が
国
民
の
声
を
無
視
し
た
姿
勢
を
正
す
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

と
進
言
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
（「
日
本
戦
後
警
察
史
」（
官
公
庁

資
料
編
纂
会
平
成
九
年
））
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
硬
骨
漢
で
す
。
戦

時
中
、
旧
満
州
国
総
務
庁
に
在
職
し
て
お
り
、
同
総
務
庁
次
長
だ
っ

た
岸
総
理
と
は
旧
知
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
案
外
そ
う
い

う
こ
と
が
言
え
る
間
柄
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

⑪
の
一
番
左
に
、
手
書
き
で
、

　

災
害
義
援
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
厚
生
次
官
か
ら
日
赤
に
取
扱

を
任
せ
る
旨
話
あ
り
了
承
を
得
た

　

と
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
次
官
は
安
田
巌
さ
ん
。
昭
和
八
年
内
務
省
、
戦
後
は
厚
生
畑

を
進
ん
で
、
保
険
局
長
（
当
時
は
ま
だ
三
十
代
で
す
）、
社
会
局
長

を
経
て
こ
の
年
厚
生
事
務
次
官
。
あ
と
で
ま
た
ち
ら
っ
と
出
て
も
ら

い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
の
閣
議
資
料
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
日

⑫同上「台風十五号における被害状況について」（警察庁）
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が
あ
る
の
で
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
見
ら
れ
な
い
だ
け
で
、
公

開
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
立
公
文
書
館
本
館
で

は
、
恩
赦
対
象
の
個
人
名
を
黒
塗
り
し
た
写
し
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。）、
次
官
会
議
の
資
料
を
見
る
方
が
便
利
で
す
。

皇
太
子
殿
下
、
ヘ
リ
に
乗
る

　

⑬
は
一
〇
月
一
日
の
次
官
会
議
、代
理
出
席
は
法
務
省
調
査
部
長
、

外
務
省
官
房
長
。

　

右
端
、「
◎
一
般
案
件
」
の
最
初
に
、「
台
風
災
害
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
」（
内
閣
に
災
害
復
旧
対
策
協
議
会
を
置
く
、
会
長
は
官
房

長
官
、
委
員
は
各
省
事
務
次
官
等
を
宛
て
る
と
い
う
内
容
）
二
番
目

に
「
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
の
設
置
に
つ
い
て
」、
ど
ち
ら
も
前

日
九
月
三
〇
日
閣
議
で
の
決
定
の
「
事
後
報
告
」
で
す
。
ま
た
、
左

の
方
、「
◎
配
布
」
の
七
番
目
か
ら
、
ず
ら
り
と
「
台
風
十
五
号
」

の
被
害
状
況
や
対
処
状
況
の
報
告
が
並
ん
で
い
ま
す
。
御
報
告
が
遅

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の
官
房
長
官
は
岸
総
理
の
懐
刀
と
評
さ
れ
る

椎し
い

名な

悦え
つ

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
、
次
官
会
議
の
司
会
を
し
て
い
る
事
務
担
当
副
長

官
は
小お

笠が
さ

公こ
う

詔し
ょ
うさ

ん
、
ど
ち
ら
も
元
商
工
省
官
僚
で
す
。

　

⑭
は
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
の
設
置
の
閣
議
了
解
で
す
。
こ
の

本
部
は
設
置
場
所
が
名
古
屋
市
、
本
部
長
は
当
時
副
総
理
だ
っ
た
益ま

す

谷た
に

秀し
ゅ
う

次じ

、
副
本
部
長
は
「
関
係
行
政
機
関
の
政
務
次
官
・
事
務
次

官
の
う
ち
か
ら
本
部
長
が
指
名
す
る
者
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ

か
に
「
本
部
長
代
行
」
が
置
か
れ
、
自
治
庁
長
官
（
国
務
大
臣
）
の

⑬「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年一〇月一日事務次官等会議「案件表」
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石い
し

原は
ら

幹か
ん

市い
ち

郎ろ
う

さ
ん
が
指
名
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
九
月
三
〇
日
閣
議
で
、
十
五
号
台
風
を
「
伊
勢
湾
台
風
」

と
称
す
る
旨
も
き
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
文
書
で
の
報
告
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

⑮
の
一
〇
月
五
日
に
は
、
左
端
に
た
く
さ
ん
書
き
込
み
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、

　

厚
生
次
官
か
ら
、
政
府
部
内
に
お
け
る
台
風
り
災
者
救
護
募
金
に

つ
い
て
提
案
あ
り
官
房
副
長
官
に
一
任
と
な
る
（
要
処
理
）。

　

こ
の
「
要
処
理
」
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
（
内
閣
官
房
）
で
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
記
入
者
（
お
そ
ら
く
首
席
参
事
官
）
の
認

識
で
し
ょ
う
。

　

⑯
が
、
当
日
厚
生
次
官
か
ら
出
さ
れ
た
政
府
内
部
で
の
募
金
要
綱

で
す
。
職
員
の
給
与
に
応
じ
た
募
金
額
の
目
安
が
「
〇
〇
円
以
上
」

⑭同上「中部日本災害対策本部の設置について」
（昭和三四年九月三〇日閣議了解）

⑮「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年一〇月五日事務次官等
会議「案件表」
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と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
意
見
が
あ
っ
た
ら
し
く
、「
程
度
」
と
書

き
換
え
ら
れ
た
上
で
「
副
長
官
一
任
」
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
⑮
左
端
の
メ
モ
は
、

　

通
産
次
官
か
ら
、
緊
急
で
建
材
の
調
達
に
つ
い
て
要
望
あ
り

　

そ
の
あ
と
に
、
輸
出
品
、
ク
リ
ス
マ
ス
用
品
の
在
庫
品
、
合
板
等

被
災
、
そ
の
対
策
云
々
と
の
発
言
。

　

最
後
は
労
働
次
官
か
ら
、総
評
か
ら
総
理
に
面
会
申
入
れ
あ
り
・・・

こ
れ
は
台
風
に
は
関
係
な
さ
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
次
官
会
議
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
前

日
か
ら
皇
太
子
殿
下
が
被
災
地
入
り
し
、
愛
知
、
三
重
、
岐
阜
を
そ

れ
ぞ
れ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
岸
総
理
と
関
係
知
事

も
同
乗
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
行
啓
は
あ
ま
り
先

例
も
無
く
、
直
前
の
一
〇
月
二
日
に
救
助
作
業
中
の
米
軍
ヘ
リ
が
墜

落
す
る
と
い
う
事
故
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
の
年
四
月
に
御
成
婚
さ

れ
た
ば
か
り
の
皇
太
子
周
辺
は
そ
れ
な
り
に
ご
心
配
で
は
な
か
っ
た

か
と
拝
察
し
ま
す
。

　

⑰
の
日
程
に
よ
れ
ば
、
四
日
に
一
回
、
五
日
に
二
回
ヘ
リ
に
乗
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
新
幹
線
が
無
い
か
ら
、
東
京

駅
発
七
時
の
第
一
こ
だ
ま
で
名
古
屋
に
到
着
は
一
一
時
一
五
分
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
な
お
、
台
風
で
一
部
不
通
に
な
っ
た
東
海
道
線
で
す

が
、
二
八
日
に
全
通
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
知
友
の
H
さ
ん
は
生

ま
れ
た
ば
か
り
で
、
母
上
が
東
京
の
実
家
か
ら
九
州
の
婚
家
に
帰
る

途
中
に
台
風
で
全
面
ス
ト
ッ
プ
、
名
古
屋
で
「
お
む
つ
も
な
い
」
状

態
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
一
〇
月
の
あ
た
ま
ご
ろ
ま
で
に
は
九
州
に

到
着
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⑯同上「政府内部における伊勢湾台風によるり災者の救護募金につ
いて」（三四・十・五）
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「
臨
時
台
風
科
学
対
策
委
員
会
」

　

⑱
の
左
端
手
書
き
部
分
の
二
番
目
の
「
一
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
〇
月
八
日
の
次
官
会
議
で
何
や
ら
も
め
て
い
ま
す
。

　

一　

�

臨
時
台
風
科
学
対
策
委
員
会
の
設
置
と
の
よ
し（
追
加
件
名
）

は
保
留
と
し
、
大
蔵
省
、
行
政
管
理
庁
等
関
係
省
と
充
分
協

議
の
上
、
次
の
次
官
会
議
に
出
す
よ
う
取
扱
う
こ
と

　

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
会
議
に
、
科
学
技
術
次
官
か
ら
⑲
の
資
料
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
右
下
の
方
に
、
明
日
九
日
の
日
付
で
「
閣
議
了
解
案
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
場
で
削
除
線
が
引
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
注
」
の
あ
た
ま
に
×
印
が
あ
り
ま
す
。「
注
」
で
は
、
本
件
は
、
九

月
二
九
日
の
閣
議
で
科
技
庁
長
官
か
ら
話
し
、
了
解
を
も
ら
っ
た
も

の
、
と
の
趣
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
左
の

方
に
矢
印
が
引
か
れ
て
、

　
「
金
が
か
か
る
」

　

大
蔵
省
は
き
い
て
い
な
い
。「
松
本
副
長
官
」（
※
政
務
副
長
官
の

こ
と
で
す
）
は
閣
議
で
は
き
い
て
い
な
い
。「
明
日
ま
で
検
討
す
る

閣
議
了
解
」
行
管

　

と
も
め
て
い
る
ら
し
い
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
メ
モ
が
あ
り
ま

す
。
結
局
、
右
上
に
あ
る
よ
う
に
「
保
留
」
次
の
次
官
会
議
、
と
い

う
扱
い
に
な
り
ま
し
た
が
・
・
・
。

　

⑳
の
一
〇
月
一
二
日
の
次
官
会
議
を
見
て
く
だ
さ
い
。

⑰「総理府公文」国政一般・皇室「行幸、行啓」昭和三三年～三四年第二巻　東宮
大夫から内閣総理大臣宛て（昭和三四年一〇月三日）（筆者撮影）
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一
般
案
件
の
二
番
目
に
「
臨
時
台
風
科
学
対
策
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て
」
が
入
っ
て
い
て
、こ
こ
で
議
論
さ
れ
る
の
か
と
思
い
き
や
、

「
し
れ
ー
」
と
、す
で
に
閣
議
で
了
解
さ
れ
た
「
事
後
報
告
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
特
に
誰
も
異
議
を
挟
ん
で
な
い
の
で
、

八
日
の
議
論
の
あ
と
、
根
回
し
が
済
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
既
に
科
学

技
術
庁
長
官
が
閣
議
で
実
質
的
に
了
解
を
も
ら
っ
て
い
る
（
政
務
副

長
官
は
「
聞
い
て
な
い
」
と
言
っ
て
ま
し
た
が
）、
と
い
う
の
も
大

臣
の
お
考
え
に
は
抵
抗
で
き
な
い
、
と
い
う
次
官
た
ち
の
暗
黙
の
合

意
が
あ
っ
た
の
か
も
・
・
・
。

　

㉑
を
⑲
と
比
べ
る
と
、
一
の
後
半
で
、
委
員
会
が
「
関
係
行
政
機

関
の
職
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
、
五
に
設
置
期
限

⑱「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年一〇月八日事務次官等会議「案件表」

⑲同上「臨時台風科学対策委員会の設置
について」三四・一〇・九閣議了解案
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（
三
四
年
度
末
）
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
違
い
ま
す
ね
。
見
事
な
大

人
の
「
落
と
し
ど
こ
ろ
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

⑳「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年一〇月一二日事務次官等
会議「案件表」

㉑同上「臨時台風科学対策委員会
の設置について」三四・一〇・九
閣議了解（事後報告）

⑲前出

⇔
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第
三
三
国
会
が
は
じ
ま
る

　

各
回
の
次
官
会
議
を
追
い
か
け
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す

が
、国
家
公
務
員
共
済
の
問
題
や
国
税
徴
収
法
施
行
令
の
こ
と
な
ど
、

話
題
が
台
風
か
ら
外
れ
て
い
き
ま
す
し
、
一
方
、
一
〇
月
二
八
日
か

ら
、
い
よ
い
よ
「
災
害
国
会
」
と
い
わ
れ
た
第
三
三
国
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
政
府
は
こ
れ
に
三
〇
件
近
い
災
害
関
連
法
案
の
提
出
を
予

定
し
て
お
り
、
こ
の
提
出
法
案
を
閣
議
に
か
け
る
た
め
の
事
前
整
理

が
次
官
会
議
の
主
た
る
案
件
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
な
の
で
、
案
件

表
は
し
ば
ら
く
飛
ば
し
ま
す
（
ど
う
ぞ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
見

て
く
だ
さ
い
）。

　

次
は
一
一
月
に
入
っ
て
、
二
日
の
次
官
会
議
の
案
件
表
㉒
を
見
て

み
ま
す
。

　

㉒
の
左
端
に
メ
モ
、
読
み
づ
ら
い
の
で
す
が
、
一
番
左
端
の
〇
は
、

　

〇
災
害
関
係
法
律
案
の
取
扱
に
つ
い
て
党
と
未
調
整
の
も
の
（
党

政
調
会
未
調
整
の
も
の
を
含
む
）
は
明
後
日
の
閣
議
に
か
け
る
。
党

と
調
整
の
結
果
修
正
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
持
ち
廻
り
そ
の
他

の
方
法
に
よ
っ
て
善
後
処
置
を
と
る
。

　

と
読
め
ま
す
。
こ
の
案
件
表
は
こ
の
後
の
ペ
ー
ジ
で
国
会
提
出
予

定
の
法
案
が
多
数
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
黒
線
で
消
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
上
記
メ
モ
に
沿
っ
た
「
善
後
処
置
」
中
な

の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
与
党
事
前
審
査
制
が
確
立
す
る
の

は
昭
和
三
〇
年
代
後
半
池
田
内
閣
の
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

㉒「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年一一月二日事務次官等会議「案件表」
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の
時
期
に
は
す
で
に
実
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

台
風
の
季
節
は
過
ぎ
た
・
・
・

　

台
風
に
関
す
る
次
官
会
議
で
の
議
論
は
徐
々
に
減
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
次
の
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　

㉓
は
一
九
日
の
会
議
で
す
。途
中
の
ペ
ー
ジ
を
省
略
し
ま
し
た
が
、

最
後
の
左
か
ら
二
つ
め
の
〇
に
気
に
な
る
メ
モ
が
現
わ
れ
ま
す
。

　

二
十
七
日
、
安
保
改
定
阻
止
運
動　

東
京
十
万

　

十
二
月
十
日　

第
九
次
の
大
会

　

各
省
庁
の
職
員
組
合
等
に
対
し
て
職
場
規
律
に
つ
い
て
注
意
さ
れ

た
い

　

誰
か
ら
の
発
言
か
は
不
明
。
い
よ
い
よ
安
保
問
題
が
迫
っ
て
き
ま

し
た
。

　

一
一
月
三
〇
日
の
次
官
会
議
で
は
、
二
十
七
日
の
阻
止
行
動
に
つ

い
て
警
察
庁
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
（
㉔
）。
一
枚
目
は
警

備
配
置
の
概
要
で
す
が
、
二
枚
目
以
降
を
見
て
い
く
と
、
警
察
官
三

百
名
以
上
が
負
傷
、
さ
ら
に
逮
捕
し
た
学
生
の
学
校
名
や
実
名
も
出

て
く
る
生
々
し
い
記
録
で
す
。

　

一
方
、
一
二
月
一
日
に
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
が
廃
止
さ
れ

た
旨
、一
二
月
三
日
の
次
官
会
議
に
事
後
報
告
が
あ
り
ま
す（
省
略
）。

現
地
も
ほ
ぼ
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

し
ば
ら
く
飛
ん
で
一
二
月
一
七
日
、
二
枚
目
㉕
の
最
後
に
、
一
と

二
の
メ
モ
が
あ
り
ま
す
。

㉓「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年一一月一九日事務次官等会議「案件表」
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㉔「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年一一月三〇日事務次官等会議配布資
料「国会不法侵入事件の概要」

㉕「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年一二月一七日事務次官等会議「案
件表」（二枚目）
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こ
の
メ
モ
は
伊
勢
湾
台
風
と
は
関
係
が
な
い
の
で
す
が
、

　

一　

大
蔵
次
官

　
（
一
）
〇�
沖
縄
の
台
風
被
害
の
救
護
の
た
め
総
理
府
と
打
合
せ
のマ
マ

と閣
議
に
予
備
費
支
出
を
提
出
す
る
か
も
し
れ
な
い　

御

了
解
を
乞
う　

〇
南
方
援
護
会
を
通
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う

　
（
二
）�

予
算
編
成
方
針
、
明
十
八
日
の
閣
議
に
と
な
る
や
も
し
れ

ず
（
極
秘
）

　

二　

�

厚
生
次
官
か
ら
、
北
鮮
帰
還
に
つ
い
て
報
告
あ
り

　

と
読
み
取
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
重
い
課
題
が
い
く
つ
か
垣
間
見

え
ま
す
。

　
「
南
方
援
護
会
」
と
メ
モ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
南
方
同
胞
援
護
会
」

の
こ
と
で
す
。
同
会
は
昭
和
三
一
年
総
理
府
所
管
の
財
団
法
人
と
し

て
設
立
さ
れ
、
翌
三
二
年
に
は
「
南
方
同
胞
援
護
会
法
」（
昭
和
三

二
年
法
律
第
一
六
〇
号
）
に
よ
り
「
特
殊
法
人
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、

施
政
権
の
な
い
日
本
政
府
に
代
わ
っ
て
、
沖
縄
住
民
へ
の
各
種
援
護

や
日
米
間
の
交
渉
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
さ
れ
ま
す
。

救
護
募
金
の
リ
ア
ル

　

㉕
の
大
蔵
次
官
の
発
言
に
対
応
し
て
、
厚
生
省
が
い
い
文
書
を
遺

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

㉖
は
、
三
五
年
の
三
月
一
〇
日
付
け
で
南
方
同
胞
援
護
会
か
ら
総

理
府
総
務
副
長
官
を
経
て
前
年
の
台
風
災
害
へ
の
支
援
募
金
へ
の
協

力
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
各
部
局
（
都
道
府
県
の
関
係
課
含
む
）
へ

協
力
依
頼
を
出
し
た
も
の
。
次
官
ま
で
決
裁
を
取
っ
て
い
ま
す
。
前

年
一
二
月
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
総
務
副
長
官
か
ら
の

文
書
を
見
る
と
、
三
月
〜
五
月
の
端
境
期
に
現
地
の
食
糧
事
情
が
悪

く
な
っ
て
き
そ
う
な
の
で
、こ
の
時
期
に
依
頼
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
六
月
九
日
に
総
務
課
長
か
ら
南
方
同
胞
援
護
会
に
送
っ

た
募
金
結
果
が
㉗
で
す
。
さ
ら
に
、
同
文
書
に
綴
ら
れ
て
い
る
資
料

㉖
「
厚
生
省
官
房
発
議
文
書
」
昭
和
三
五
年
「
沖
縄
の
台
風
被
害
に
対
す

る
救
援
金
の
募
集
に
つ
い
て
」（
昭
和
三
五
年
三
月
二
五
日
官
房
総
務
課

長
か
ら
各
部
局
長
等
宛
て
）
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か
ら
、
そ
の
こ
ろ
厚
生
省
で
働
い
て
い
た
「
普
通
の
公
務
員
」
た
ち

の
姿
が
少
し
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

　

㉘
だ
け
で
は
ど
う
合
計
し
て
も
総
額
に
足
ら
な
い
の
で
全
課
分
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、各
位
の
申
し
込
み
額
も
わ
か
り
ま
す
。
あ
、

後
の
社
会
保
険
庁
長
官
、
衆
議
院
議
員
を
見
つ
け
た
!　

二
〇
円
で

す
。

㉗
同
上
「
沖
縄
の
台
風
被
害
に
対
す
る
救
援
金
に
つ
い
て
」（
昭
和
三
五

年
六
月
九
日
総
務
課
長
か
ら
南
方
同
胞
援
護
会
長
宛
て
）

㉘同上添付資料
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㉚同上「臨時台風科学対策委員会中間報告」

㉙「閣議・事務次官等会議資料」昭和三四年一二月二四日事務次官等会議「案
件表」
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嵐
の
年
の
末

　

㉙
も
途
中
を
省
略
し
て
い
ま
す
が
、
配
布
資
料
の
最
後
に
、「
臨

時
台
風
科
学
対
策
委
員
会
中
間
報
告
」
が
あ
り
ま
す
。
⑲
で
も
め
て

い
た
委
員
会
か
ら
、
中
間
報
告
が
出
ま
し
た
。「
事
後
」
で
す
か
ら
、

先
に
閣
議
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

㉚
に
よ
れ
ば
、
委
員
会
の
報
告
は
、

　

一　

�

観
測
、予
報
、通
信
、伝
達
に
関
す
る
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

　

二
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

　

三　

�

人
命
保
護
を
中
心
と
し
た
防
災
基
本
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

　

と
あ
っ
て
、
平
素
の
啓
蒙
、
訓
練
、
非
常
時
の
人
命
保
護
の
見
地

か
ら
の
適
確
な
措
置
を
実
施
の
た
め
、
中
央
に
主
管
官
庁
を
定
め
、

中
央
・
地
方
を
通
じ
て
一
貫
し
た
組
織
化
、
緊
急
時
に
お
け
る
諸
措

置
を
規
定
し
、
防
災
資
料
を
常
時
整
備
し
て
お
く
た
め
の
立
法
措
置

等
の
対
策
樹
立
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
あ
と
二
転
三
転
し
な
が
ら
、
こ
の
報
告
の
流
れ
に
沿
っ
て
、

や
が
て
中
央
防
災
会
議
の
設
立
と
防
災
機
関
の
指
定
、
地
方
公
共
団

体
と
国
の
責
務
を
明
記
し
た
災
害
対
策
基
本
法
の
制
定
（
昭
和
三
六

年
法
律
二
二
三
号
）
と
、
さ
ら
に
ひ
と
悶
着
あ
っ
て
の
施
行
（
三
七

年
七
月
一
〇
日
）、緊
急
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
一
部
改
正
・・・
、

そ
し
て
来
年
の
防
災
庁
設
置
、
と
現
代
ま
で
続
く
災
害
対
策
の
骨
格

が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
昭
和
三
四
年
の
事
務
次
官
等
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。

「
防
災
の
日
」
が
決
ま
り
ま
し
た

　

少
し
時
間
が
飛
び
ま
す
が
、
最
後
に
㉛
の
次
官
会
議
を
見
て
お
き

た
い
で
す
。
お
っ
と
横
書
き
に
な
っ
た
!

　

そ
う
な
ん
で
す
、
こ
の
昭
和
三
五
年
の
正
月
か
ら
、
次
官
会
議
も

㉛「閣議・事務次官等会議資料」昭和三五年六月一六日事務次
官等会議「案件表」
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閣
議
も
案
件
表
が
横
書
き
に
な
り
ま
す
。
な
っ
た
あ
と
ま
た
縦
書
き

に
な
っ
た
り
、
し
ば
ら
く
並
行
し
、
春
ご
ろ
か
ら
は
す
べ
て
横
書
き

に
な
り
ま
す
。

　

㉚
の
一
件
目
、「
防
災
の
日
の
創
設
に
つ
い
て
」。
こ
れ
は
事
後
報

告
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
右
端
、
最
後
に
手
書
き
で
、「
昨
日

の
全
学
連
国
会
乱
入
事
件
等
に
つ
い
て
報
告
あ
り
（
警
察
庁
）」
と

あ
り
ま
す
。
特
に
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦
後
日
本
の
分
水
嶺
の

よ
う
な
、
政
治
の
台
風
の
中
に
あ
る
次
官
会
議
で
す
。

　

㉜
を
見
る
と
、
ど
こ
か
で
誰
か
が
「
地
震
」
を
忘
れ
て
い
る
の
を

指
摘
し
て
く
れ
た
み
た
い
で
、
こ
の
ま
ま
の
形
で
、
翌
日
の
閣
議
で

了
解
さ
れ
ま
し
た
。

清
風
自
来

　

㉝
は
岸
内
閣
の
総
辞
職
の
閣
議
書
で
す
。
右
列
の
一
番
下
に
花
押

で
な
く
「
石
原
」
と
書
い
て
〇
で
囲
ん
で
あ
る
の
が
、
中
部
日
本
災

害
対
策
本
部
本
部
長
代
行
と
し
て
現
地
で
活
躍
し
た
石
原
自
治
庁
長

官
（
七
月
一
日
か
ら
初
代
自
治
大
臣
）
の
サ
イ
ン
。
石
原
幹
市
郎
さ

ん
は
岡
山
県
出
身
、
昭
和
元
年
東
京
帝
大
卒
、
内
務
省
に
入
省
、
若

い
こ
ろ
は
警
保
局
に
い
た
そ
う
で
す
が
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て

は
国
民
健
康
保
険
法
の
立
案
・
施
行
や
食
糧
確
保
な
ど
に
活
躍
、
官

選
か
ら
民
選
の
初
代
福
島
県
知
事
と
な
っ
て
、
奥
只
見
開
発
で
名
を

馳
せ
、
昭
和
二
四
年
か
ら
参
議
院
議
員
。
伊
勢
湾
台
風
対
策
で
は
ま

さ
に
陣
頭
指
揮
を
取
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
信
頼
も
篤
か
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

　

俳
句
も
嗜
ん
だ
と
い
う
石
原
長
官
の
座
右
の
銘
が
北
宋
の
名
臣
・

司
馬
光
の
「
清
風
自
来
」（
清
風
お
の
ず
か
ら
来
た
る
）。

　

㉞
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
漢
字
ば
か
り
で
頭
が
ぐ
る
ぐ
る
し
て
き
そ

う
で
す
が
、
北
宋
の
煕
寧
六
年
（
一
〇
七
三
）、
隠
退
中
の
司
馬
光

が
洛
陽
に
庭
園
を
設
け
、「
独
楽
園
」
と
名
付
け
た
の
で
、
そ
れ
を

㉜同上「「防災の日」の創設について」（閣議了解案）
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アジア時報

記
念
し
て
作
っ
た
文
章
で
す
。
左
ペ
ー
ジ
六
行
目
、
下
の
方
、

　
・・・（
庭
園
を
）
こ
こ
ろ
の
お
も
む
く
ま
ま
に
散
策
し
て
い
る
と
、

　

明
月
時
至
、
清
風
自
来
。（
明
月
時
に
至
り
、
清
風
お
の
ず
か
ら

来
た
る
）

　

明
る
い
月
は
時
お
り
光
を
射
し
入
れ
、
清
々
し
い
風
は
放
っ
て
お

い
て
も
吹
い
て
き
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
中
を
わ
た
し
は
、
あ
て
も
な

く
さ
ま
よ
う
の
で
あ
る
・
・
・
。

　

と
あ
り
ま
す
。
い
い
言
葉
で
す
ね
。

㉝「内閣公文」行政一般・一般・内閣昭和三〇年から三五年　第一
巻「内閣総辞職について」（昭和三五年七月一五日）

㉞正誼堂全書・司馬温公文集巻一三より「独楽園記」。正誼堂全書
は清の康煕二四年（一六八五）、張伯行が出版した諸葛孔明をはじ
めとした歴代の正義のひとたちの文集です。
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安
保
、
テ
ロ
の
政
治
の

台
風
が
過
ぎ
た
後
、
我
が

国
に
は
高
度
経
済
成
長
が

や
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
も

ま
た
別
の
台
風
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
台
風
よ
り
、

自
ず
か
ら
来
た
る
清
風
に

こ
そ
吹
か
れ
た
い
、
と
筆

者
は
思
う
の
で
す
が
、
読

者
諸
姉
兄
に
お
い
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

（
参
考
資
料
）

本
文
中
に
明
記
し
た

倉
沢
厚
「
日
本
の
空
を
見
つ
め

て　

気
象
予
報
と
人
生
」（
岩

波
現
代
文
庫
二
〇
一
三
）

気
象
庁「
気
象
百
年
史
」（
本
文
・

資
料
編
）（
日
本
気
象
学
会

昭
和
五
〇
年
）

官
公
庁
資
料
編
纂
会
「
日
本
戦

後
警
察
史
」（
官
公
庁
文
献

研
究
会
平
成
九
年
）

の
ほ
か
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
・
ア
ジ
歴
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー

伊
藤
博
等
「
天
気
予
報
論
」（
地
人
書
館　

昭
和
三
二
年
）

古
川
武
彦
「
日
本
の
気
象
観
測
と
予
測
技
術
史
」（
丸
善
出
版
社
令
和
六
年
）

若
林
悠
「
日
本
気
象
行
政
史
の
研
究　

天
気
予
報
に
お
け
る
官
僚
制
と
社
会
」（
東
京

大
学
出
版
会
二
〇
一
九
）

岡
部
俊
夫
編
「
清
風
自
来　

石
原
幹
市
郎
伝
」（
石
原
幹
市
郎
記
念
誌
刊
行
会
一
九
九

一
）

全
国
防
災
協
会
「
わ
が
国
の
災
害
誌
一
九
六
五
」（
全
国
防
災
協
会
昭
和
四
〇
年
）

中
部
日
本
新
聞
社
「
伊
勢
湾
台
風
の
全
容
」（
昭
和
三
四
年
）

防
災
行
政
研
究
会
編
「
逐
条
解
説　

災
害
対
策
基
本
法
（
第
二
次
改
訂
版
）」（
ぎ
ょ

う
せ
い
平
成
一
四
年
）

塩
澤
君
夫
等
「
愛
知
県
の
百
年
」（「
県
民
百
年
史
23
」
山
川
出
版
社
一
九
九
三
）

※
国
立
公
文
書
館
の
み
な
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福井　ひとし（ふくい・ひとし）氏
　一九六二年三重県生、東京大学法学部卒、八五年から
総務省、内閣官房、復興庁、沖縄総合事務局等に勤務。
内閣府参事官として公文書管理法の制定に参画、その後、
福岡大学教授、内閣審議官、国立公文書館理事、日本学
術会議事務局長、迎賓館長を経て、二〇二二年から国立
公文書館で首席研究官。役人時代、国会予算委員会で答
弁、総理と米大統領を先導、そして今、両憲法の原本と
毎日一緒に暮らしている、のが人生三大レガシー！（イ
ラストも筆者）


